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■ 藤田代表取締役より一言
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■  2月度 安全目標

①挟まれ・巻き込まれ災害の防止
②切れ・こすれ災害の防止
③感染症予防の徹底（インフル・コロナ）

・2月の安全衛生行事

●省エネルギー月間(2月1日～2月28日)
●化学物質管理強調月間(2月1日～2月28日)
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■ ヒヤリハット報告
・養老川の現場にてバックホウで掘削作業をしていた時、法面

にクラックが走り、崩れそうになりヒヤリとした。

【改善・対策】

・原因として法面の角度が急すぎた為で法面の角度を整形し直して対応

 した。

【コメント】

・KY項目にあげ、土質、高さ等に応じた適切な勾配・角度になっているか

 確認をお願いします。
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■ 安全環境部より【人身事故速報：Ｔ社/川崎浮島】
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・アンカーワイヤーに引っ掛かった鋭利な金属片
を切創防止機能がない手袋を使用して除去しよ
うとした。(右第5指挫創：不休)

・容易に除去できると思って金属片を直接触って
しまった。

・ウィンチ操作がある為、革手や耐切創手袋では
なくボタン操作のしやすいゴム手袋を着用して
いた。

・異物発見時は手で触らず、カギ棒等を使用して
異物を除去する。

・道具で除去できず最終的に手で除去する場合は
耐切創手袋を必ず使用する。

【概要】

【原因】

【対策】



■ 海事部より 【災害事例から学ぶ】
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・クレーン付き台船係留時に、スパッドのワイヤーに
指を挟んだ。
(右薬指切断、右中指小指挫創：不休)

・ウィンチ巻き上げのリモコンボタンを間違えて
押した。

・障害物の上にスパッドが乗り着底しておらず、
スパッドが落ちた際に緩んでいるワイヤーが張った。

・ワイヤーを直接つかんでいた。

・ワイヤーの調整をしながらウィンチのリモコンを
持たない。

・2～3回上げ下げをして、スパッドの着底を確認する。
・バール等を使用し、ワイヤーに直接触れない。

【概要】

【原因】

【対策】



■工事部より 【災害事例から学ぶ】
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・床タイルの加工を行っていた際に、グラインダーで
右足太腿を擦った。
(右太腿の挫創・切創：不休)

・グラインダーを片手で取り扱い、不安定な体勢に
なっていた。

・グラインダーが危ないという事を軽視していた。

・グラインダー使用時は両手で取り扱う。
・小さい部材を加工する際は、部材をシャコマンで固定
してから行う。

【概要】

【原因】

【対策】



■ 総務部より
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■ 新入社員紹介
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■ 周知・依頼事項
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それでは皆様ご安全に！！！
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現場で怪我をした際は、「直ちに正確な事実を」報告して下さ
い。

時間がたってからの報告は労災認定が得られず、様々な補償が
受けられなくなる可能性があります。

また、虚偽の報告は犯罪行為となり罰則が科されます。自分の
身を守るためにも、「直ちに正確な事実を」報告しましょう。
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